
の
向
上
、
社
会
復
帰
率
の

ア
ッ
プ
、
事
故
の
防
止
な
ど
で

す
ね
。

み
か:

シ
ョ
ー
の
充
実
や
、
ゆ
る

キ
ャ
ラ
順
位
の
向
上
、
投
票

率
の
ア
ッ
プ
、
衣
装
の
帽
子
と

か
。

関
谷:

う
る
せ
ー
な
。
こ
の

ゆ
る
キ
ャ
ラ
も
ど
き
が
。

新
春
ス
ペ
シ
ャ
ル
座
談
会

関
谷
院
長
Ｖ
Ｓ
み
か
ル
ん

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
2
年
越
し
の
対

談
が
実
現
し
ま
し
た
。

関
谷:

よ
ろ
し
く
。

み
か:

の
よ
う
な
。

早
速
で
す
が
今
年
の
抱
負
を
。

関
谷:

や
は
り
リ
ハ
ビ
リ
と
ス
ト

レ
ス
ケ
ア
に
は
力
を
入
れ
た
い

で
す
ね
。
特
に
リ
ワ
ー
ク
「
Ｓ
Ｍ

Ａ
Ｐ
」は
磨
き
を
か
け
た
い
。

み
か:

そ
れ
解
散
し
た
よ
う
な
。

関
谷:

あ
と
は
外
来
部
門
の
充

実
で
す
。
受
診
日
ま
で
な
る
べ

く
お
待
た
せ
し
な
い
よ
う
に
。

み
か:

ぼ
く
に
会
い
た
き
ゃ
夏

祭
り
ま
で
待
っ
て
ね
。

関
谷:

ほ
か
に
も
家
族
教
室
の

充
実
や
、
新
人
教
育
で
レ
ベ
ル

◆
エ
ア
コ
ン
60
台
が
新
し
く

院
内
の
暖
房
お
よ
び
給
湯
設

備
の
老
朽
化
を
う
け
、
こ
れ
ま

で
の
重
油
中
心
か
ら
電
気
と
ガ

ス
を
中
心
と
し
た
も
の
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
た
め
、
昨
年
9

月
か
ら
11
月
に
か
け
て
大
規
模

改
修
が
行
わ
れ
て
い
た
シ
ス
テ

ム
が
い
よ
い
よ
本
格
稼
働
し
だ

し
た
。

な
ん
と
い
っ
て
も
目
玉
は
太

ご

意

見

箱
大

賞
決
ま
る

12
月
13
日
（
火
）
、
業
務
改

善
委
員
会
よ
り
、
平
成
28
年

職
員
ご
意
見
箱
大
賞
の
表
彰

が
行
わ
れ
、
受
賞
者
に
は
金

一
封
と
副
賞
（
み
か
ル
ん
オ
リ

ジ
ナ
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
一
年
分
）

が
贈
ら
れ
た
。

大
賞
に
選
ば
れ
た
改
善
案

は
次
の
5
名
。

天
野
準
子
さ
ん
「
リ
ネ
ン
運

搬
危
険
解
消
」

水
谷
慎
輔
さ
ん
「
カ
フ
ェ
テ

リ
ア
の
渋
滞
解
消
」

黒
田
直
美
さ
ん
「
心
理
室

防
音
対
策
」

三
輪
紀
子
さ
ん
「
北
病
棟

階
段
改
修
」

佐
藤
研
二
さ
ん
「
寝
具
一

斉
交
換
時
期
見
直
し
」

◆

家

族

教

室

12
月
18
日
（
日
）
、
統
合
失

調
症
の
家
族
教
室
が
開
催
さ

れ
た
。
「
生
活
の
中
の
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
題
し
て
講

師
を
務
め
た
林
昌
吾
作
業

療
法
士
は
、
ス
ト
レ
ス
に
対

す
る
対
処
の
種
類
を
紹
介
し

「
ス
ト
レ
ス
軽
減
の
た
め
の
、

自
分
な
り
の
コ
ー
ピ
ン
グ
（
対

処
法
）
を
た
く
さ
ん
書
き
出

し
、
実
践
す
る
こ
と
も
大
切
」

と
語
っ
た
。

◆
1
月
の
家
族
教
室

第
一
部:

「
心
の
ス
ト
レ
ス
や

悩
み
に
ど
う
向
き

合
っ
て
い
ま
す
か
？
」

講
師:

橋
田
勝
美
（
臨
床
心
理
士
）

第
二
部:

懇
談
会

日
時:

1
月
15
日
（
日
）

14
時
～
16
時

場
所:

デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

対
象:

気
分
障
害

患
者
様
と
ご
家
族

長
谷
川
ひ
と

み
さ
ん
（
48
）

が
「
こ
こ
ま
で

や
っ
て
こ
れ

た
の
は
皆
さ

ん
の
お
陰
」

と
柄
に
も
な

く
謙
虚
な
謝

辞
を
述
べ
た
。

Ａ

横
の
繋
が
り
が
弱
く
な
っ

て
き
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
で

す
。
そ
こ
が
強
く
な
れ
ば
も
っ

と
発
展
す
る
と
思
い
ま
す
で

す
。

Ｑ
な
る
ほ
ど
。
最
後
に
当
院

の
良
さ
と
は
？

Ａ

療
養
に
適
し
た
自
然
環

境
、
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
の
充
実
、

そ
し
て
先
代
の
思
い
の
一
つ
で

あ
る
、
早
い
社
会
復
帰
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
意
識
の
高
さ
で

す
わ
ね
ぇ
。

Ｑ

う
む…

胸
に
染
み
入
り

ま
す
で
す
。
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卓
球
シ
リ
ー
ズ
２
０
１
７

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
ズ
カ
ッ
プ

1
⽉
６
⽇
︵
⾦
︶
デ
イ
ケ
ア

★
新
た
な
伝
説
が
始
ま
る…

卓球シリーズランキング
（2016年最終結果）

1位 岡田馨志 3090P
2位 林寛 2135P
3位 N.T 1895P
4位 森真澄 1855P
4位 YAYOPY 1755P
6位 加賀の人 1705P
7位 A.M 1240P
8位 堀田宏一 1175P

↑ホントは
大いにスベりました・・。

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会
結
果

〈
優
勝
〉岡
田
馨
志
〈2
位
〉林
寛

〈3
位
〉関
谷
院
長

ラ
ス
ト
コ
ー
ル
杯
結
果

〈
優
勝
〉
堀
田
宏
一
〈2
位
〉
西
脇
克

彦
〈3
位
〉青
木
健
次

新
年
ら
し
く
養
南
レ
ジ
ェ
ン

ド
登
場
！
臨
床
心
理
士
、
橋

田
勝
美
先
生
が
放
つ
そ
の
金

言
に
耳
を
傾
け
る
べ
し
！

Ｑ

当
院
の
生
き
字
引
と
言
わ

れ
る
先
生
、
開
院
当
時
の
雰

囲
気
は
？

Ａ

開
院
前
か
ら
知
っ
て
ま
す

が
建
物
や
組
織
が
一
か
ら
立

ち
上
が
り
発
展
し
て
い
く
様

を
つ
ぶ
さ
に
見
ら
れ
、
大
変
だ

け
ど
楽
し
か
っ
た
わ
ね
ぇ
。
当

時
は
20
人
弱
の
職
員
で
、
患

者
さ
ん
共
々
和
気
あ
い
あ
い
で

し
た
わ
ね
ぇ
。

Ｑ

後
進
の
我
々
に
何
か
一
言

◆

勉

強

会

①

12
月
12
日
（
月
）
及
び
20
日

（
火
）、
医
療
安
全
委
員
会
よ
り

「
誤
配
膳
事
例
か
ら
の
対
策
」と

題
し
た
勉
強
会
が
開
催
さ
れ
た
。

講
師
を
務
め
た
武
藤
有
香
管

理
栄
養
士
は
「
慣
れ
に
頼
ら
な

い
こ
と
と
禁
止
食
品
に
対
す
る

認

識

を
持

ち
続
け
る
こ

と
が
大
切
」

と
強
調
し
た
。

ストレス一杯
になる前に早
めの対処を

勉
強
会
が
開
催
さ
れ
た
。
当

院
の
酸
素
ボ
ン
ベ
は
１
４
・
７

M
pa

の
圧
力
で
充
填
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
は
西
病
棟
の
「
超
大

型
新
人
」
河
﨑
祥
吾
さ
ん
１

０
０
人
が
手
の
ひ
ら
に
乗
っ
た

の
と
同
等
で
、
取
り
扱
い
に
は

十
分
な
注
意
を
要
す
こ
と
が

実
感
さ
れ
た
。

「私が
100人ですか！」

この瞬間腕には約300kgの
圧力がかかるという(ウソ)

リ
ワ
ー
ク

今
月
の
俳
句

お
題
「
冬
紅
葉
」

選

七
種
年
男
講
師

苔
蒸
し
た水

底
映
え
る

冬
紅
葉（E.K

）

・
「
冬
の
水
の
透
き
通
っ
た
感

じ
が
よ
く
出
て
い
ま
す
」

静
寂
の

朝
倉
山
に冬

紅
葉

（春
静
）

・
「
静
寂
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う

な
一
句
で
す
」

俳
句
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

デ
イ
ケ
ア
、
リ
ワ
ー
ク
で
御
馴

染
み
の
七
種
先
生
が
「
今
月
の

俳
句
」
を
選
び
ま
す
。
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

若かりし頃の
橋田先生

デ
イ
ケ
ア
の

ち
ょ
っ
と

い
い
話

第
五
話

『
歩
み
』

デ
イ
ケ
ア
を
利
用
し
始
め

1
年
2
ヶ
月
の
Ａ
さ
ん
。
当
初

は
体
力
面
な
ど
の
不
安
か
ら

半
日
の
利
用
で
し
た
が
、
徐
々

に
一
日
の
参
加
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
も
と
も
と

「
将
来
は
働
き
た
い
」
と
考
え

て
お
り
、
自
ら
希
望
し
就
労

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
参
加
、
現

在
は
就
労
支
援
事
業
所
へ
の

通
所
準
備
を
し
て
い
ま
す
。
体

力
や
体
調
な
ど
不
安
が
あ
り

な
が
ら
も
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で

一
歩
ず
つ
進
ん
で
い
る
Ａ
さ
ん

の
姿
に
、
私
も
勇
気
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
ん
な
Ａ
さ
ん
を

今
後
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
菅
沼
真
衣
子
）

今
回
登
場
は
9
月
か
ら
新

し
く
西
病
棟
に
勤
務
し
て
い

る
小
藪
枝
里
さ
ん
（
29
）
。
旅

行
が
趣
味
で
国
内
外
様
々
な

場
所
へ
旅
し
て
い
る
。
な
か
で

も
ハ
ワ
イ
で
の
ス
カ
イ
ダ
イ
ビ

ン
グ
が
一
番
の
思
い
出
。
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
身
を
任
せ
、

大
空
で
落
ち
な
が
ら
恋
に
も

落
ち
た
と
か
。

タンデムインストラクター
に恋するのはあるある話

食
へ
の
こ
だ
わ
り

「
大

量

調

理

」

病
院
給
食
で
使
用
す
る
大

型
鍋
で
の
調
理
に
欠
か
せ
な
い

の
が
筋
力
だ
。
一
見
か
弱
く
見

え
る
当
院
の
若
手
調
理
師
た

ち
も
毎
日
の
筋
ト
レ
を
欠
か

さ
な
い
。
課
長
ク
ラ
ス
に
な
る

と
、
10
人
分
の
中
華
鍋
を
片

手
で
自
在
に
扱
え
る
よ
う
に
な

る
と
い
う
。
日
々
の
隠
れ
た
努

力
に
よ
り
給
食
は
提
供
さ
れ

て
い
る
の
だ
。

養

南

珍

百

景

「
謎

の
球

体

」

写
真
で
こ
の
大
き
さ
が
伝

わ
る
だ
ろ
う
か
。
病
院
の
至
る

所
に
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
の
黄

色
い
物
体
が
・
・
。
実
は
こ
れ

職
員
の
天
野
準
子
さ
ん
の
ご

自
宅
で
採
れ
た
大
き
な
柚
子
。

季
節
感
を
感
じ
て
も
ら
お
う

と
置
い
て
は
み
た
が
、
そ
も
そ

も
柚
子
と
認
識
さ
れ
て
い
な

い
た
め
、
季
節
感
ど
こ
ろ
で
は

な
か
っ
た
よ
う
だ
。

11
月
30
日
（
水
）
、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
「
オ
レ
ン
ジ
ハ
イ
ツ
」

の
10
周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ
が

催
さ
れ
た
。
平
成
18
年
に
開

設
さ
れ
、
は
や
10
年
。
当
院
が

重
点
的
に
力
を
入
れ
て
い
る

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
中

核
を
担
っ
て
き
た
施
設
だ
。

パ
ー
テ
ィ
に
は
現
入
所
者
と

法
人
関
係
者
が
出
席
。
ま
た

前
施
設
長
の
山
本
薫
さ
ん

（
67
）
も
訪
れ
賑
や
か
な
会
と

な
っ
た
。
後
半
に
は
ス
タ
ッ
フ

考
案
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
大

い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

卓
球
年
間
優
勝
者
決
定
！

２
０
１
６
年
の
シ
リ
ー
ズ
優
勝

者
と
ラ
ン
キ
ン
グ
上
位
者
の
み

が
参
加
で
き
る
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
大
会
で
、
見
事
ラ
ン
キ
ン

グ
1
位
の
岡
田
馨
志
さ
ん
が
優

勝
、
年
間
総
合
優
勝
の
2
冠
を

達
成
し
た
。
同
日
開
催
の
ラ
ス

ト
コ
ー
ル
杯
（
未
勝
利
戦
）
で
は

堀
田
宏
一
さ
ん
が
優
勝
し
た
。

年
々
向
上
す
る
メ
ン
バ
ー
の
卓

球
技
術
に
つ
い
て
関
谷
院
長
は

「
私
も
う
か
う
か
し
て
ら
れ
な
い

な
」
と
一
番
強
い
風
を
装
っ
た
コ

メ
ン
ト
を
残
す
も
3
位
に
終

わ
っ
た
。

右・林寛さん
中・岡田馨志さん
左・カメラ目線の

関谷院長

陽
光
発
電
。
２
７
３
枚
の
パ
ネ

ル
で
標
準
的
な
住
宅
25
軒
分

の
発
電
量
を
誇
り
、
こ
れ
に
よ

り
年
間
約
2
割
の
コ
ス
ト
カ
ッ

ト
を
見
込
む
。

高
橋
憲
治
事
務
長
は
「
地
球

に
や
さ
し
い
養
南
病
院
で
す
か

ら
」
と
自
慢
げ
に
話
す
が
、
実

際
は
設
備
が
古
く
修
理
用
部

品
の
調
達
す
ら
困
難
に
な
っ
て

い
た
の
が
実
情
と
関
係
者
は
明

か
す
。

永
年
勤
続
に
12
人
が
表
彰

11
月
28
日
（
月
）
、
養
南
病

院
創
立
記
念
日
に
合
わ
せ
、

永
年
勤
続
表
彰
が
執
り
行
わ

れ
た
。

今
年
は
20
年
勤
続
が
1
名
、

10
年
が
5
名
、
5
年
が
6
名

表
彰
さ
れ
た
。
式
典
で
は
表

彰
者
を
代
表
し
て
外
来
の

編
集
長
年
頭
あ
い
さ
つ

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

平
成
26
年
1
月
に
創
刊
さ

れ
た
養
南
新
聞
も
早
4
度

目
の
正
月
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
数
多
の
お
叱
り
や

ク
レ
ー
ム
を
受
け
て
参
り
ま

し
た
が
、
こ
う
し
て
廃
刊
に
な

る
こ
と
な
く
続
け
て
こ
ら
れ
た

の
も
ひ
と
え
に
読
者
の
皆
様

（
一
部
）
の
ご
愛
顧
の
賜
物
と

感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
「
高
邁
な
理
想
に

低
俗
な
記
事
」
「
壮
大
な
ロ
マ

ン
に
矮
小
な
企
画
」の
理
念
の

も
と
紙
面
の
充
実
を
図
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

願
わ
く
ば
ネ
タ
を
頂
戴
致

し
た
く
存
じ
上
げ
ま
す
。

養
南
新
聞
編
集
長

「なかなか人気でないね」
「院長こそもういい年なん
だから落ち着いてね」

◆

勉

強

会

②

12
月
5
日
（
月
）
、
有
馬
新

路
病
棟
課
長
よ
り
「
医
療
ガ

ス
の
取
り
扱
い
」
に
つ
い
て
の

タタミ５０帖の広さの太陽光パネル

「課題は
山積み
です」

「ﾌｧﾝﾚﾀｰ
は山積み
なような」

「外来廊下も暖かいわ」


